
薬物乱用防止教室 生徒からの質問への回答 

薬物乱用防止教室では、たくさんの質問をありがとうございました。すべての

質問について、松本先生にお答えいただきました。ぜひ一読して、学びを深めて

下さいね！ 

 

●なぜ薬物は中毒性があるのかが疑問です。 

 →脳に異常をきたし、マヒさせるためです。脳が壊れて、フラッシュバックして気持ちよ

さが残るため、また欲しくなる現象が起こる。     

       

●もらったプリントにはカセットコンロ用のガスを吸うだけでも薬物乱用って書いてあり

ましたが、本当なんですか？ 

 →本当です。ガスはコンロ用で、人間が吸うためのものではないので大変危険です。脳も

壊すし、歯も溶けます。適切な使い方をしなければいけません。   

         

●よくニュースでは、「薬物の所持で逮捕」と報道されることがありますが、薬物の転売は

犯罪になるのですか? 

 →もちろんです。薬物を転売することも犯罪になります。薬物はとても危険な物なので、

薬物を所持していること、売買すること、育てることなど薬物に関連する様々な法律で

国民を守る制度があります。       

     

●質問です。薬物を飲んでいなくても持っているだけで捕まると聞いたことがあるのです

が、もしも勝手に薬物らしきものが入っていた場合、警察の方などにはなんて説明すれば

いいのか教えて下さい。      

→警察や麻薬捜査官のお世話になる前に、「薬物らしきもの」には近づかないことが大切

です。 

     

●自分が知っている YOUTUBE の人が合法ハーブの匂いを嗅いでいるのを見たんですが、

これで中毒になったり違法にはならないんですか？ 

 →今、合法ハーブはない。全て違法にあたる。見つかったら捕まる可能性がある。興味本

位でやって一生をダメにするのが薬物。      

      

●大麻などで無理やり買わされたときは、それも罰されるのかどうか？  

→無理矢理でもダメなものはダメ。違法にあたる。とにかく危ない場所や暴力団などには

近づかないことが大切です。       

   



●なんで危険な植物（大麻）が栽培されているのかと思った。 

 →もともと、大麻は服を作るために作られた。それが悪用されてしまった。  

          

●なぜ人間はコカインや大麻などを作るのかが疑問が出てきた。   

→コカインや大麻は、中毒性がある。これを利用してお金を儲けようとする悪い人がいる

ため、コカインや大麻などを取り締まっても作る人や使う人がいるのが現状です。 

        

●今でも(薬物乱用が)なくならないのはなんででしょうか。    

→興味本位で薬物に手を出してしまうという人間の弱さがある。また、暴力団も含めてお

金を巻き上げようとする人がいるため、薬物乱用が無くならない。  

      

●疑問は、今、薬物がない国はあるのでしょうか。これから日本は薬物がゼロになるでしょ

うか。 

 →取り締まりを強化しているが、ゼロという国はない。薬物でお金を儲けようとする人が

いて、それを使ってしまう人がいるから。みんなは使う側になってはいけない。地球上に

薬物が無くなる世界を祈っている。      

      

●大麻を治療で使うのを知って驚いた。どのような状況で使うのか気になった。 

 →神経をマヒさせて、痛みをコントロールするときに使う。量を細かく計算してその人に

害が残らない程度に使用する。       

   

●検挙で摘発された麻薬はどこに行くのですか？     

→とても良い質問ですね。焼却されて処分されます。処分した記録も細かく残されていま

す。       

 

●薬物（危険な）は日本だとどんなところで売られているのか。どんなところには近づかな

いほうがいいのか。 

 →暴力団関係が取り扱っていることが多い。怪しげな繁華街や、お酒を飲んで気が緩む場

所で売られている。できるだけ危ないところには近づかない。   

         

●麻薬が合法の国の法律の内容を知りたいと思った。合法の国は麻薬が普通に売っている

のか疑問に思った。 

 →合法になっているのはアメリカの５０州のうち１０州。アメリカは自由主義の国。

合法の州では、薬物を購入した人から税金を取り、闇のルートで買う人を減らすこ

とを目的に合法にしている。薬物を使って人生をダメにするのも自己責任という国

の考えが影響している。 



●日本国内の薬物のことは分かったのですが、世界で薬物使用が多い国を教えて下さい。 

→主にアメリカです。作っている国はアジアやヨーロッパにもあります。 

          

●お酒や、たばこは二十歳から使用できる理由は、体が発達した後だからと仰っていました

が、まだ、体が発達していない状態でお酒やたばこを使用したらどういうふうになってしま

うのかと疑問に思いました。       

→未成年の飲酒や喫煙は、脳や肺や心臓に影響して発達を阻害します。また若いうちに、

たばこやお酒を覚えると、体が覚えて、もっと欲しくなります。二十歳以上でも飲み過ぎ・

吸い過ぎは良くない。使用法をよく理解して、使う量をコントロールできるのが大人。適

量を守ることが大切です。    

 

●風邪薬をなんの症状もないときに飲んでしまったときはどのような副作用があるのです

か？          

→お薬は決められた量・時間を守って飲まないと副作用が出ます。頭痛があったり、心臓

がドキドキしたり、眠気などで交通事故などを起こす原因にもなります。 

薬はできれば飲まない方がいいです。飲まなくても健康でいられるよう生活するのが

大切ですよね。でも病気などで必要な人は、必要な分だけ飲む。クスリには、リスク（副

作用）があることを忘れずに、正しく使ってくださいね。 

 

 


